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 偏極ヘリウム3ガス中性子スピンフィルターは広い波長帯域のパルス中性

子に対応可能、大立体角をカバーするフィルターを実現可能といった特徴を

持ち J-PARC MLF のパルス中性子の効果的な偏極・検極手段として利用可

能である。 

我々は In-situ SEOP 方式偏極 3He 中性子スピンフィルター(3He NSF)の応用

実験として J-PARC MLF BL15 大観に
3He NSF を持ち込み、偏極中性子小角

散乱のデモンストレーション実験を行っ

た。ベヘン酸銀を測定試料とし、入射

中性子の偏極は大観固有の磁気スー

パーミラー、散乱中性子の検極を 3He 

NSF で行った。スピンフリップ散乱、ス

ピンノンフリップ散乱をそれぞれ測定し

データ処理を施し、ベヘン酸銀に含ま

れる水素による非干渉性散乱成分と

核散乱成分の分離に成功したので、その結果を報告する。 
3He NSF の応用には磁気散乱測定も挙げられるが、多くの場合試料に磁

場を印可する。3He NSF は外部磁場の影響を受けやすく、その漏れ磁場が性

能を低下させる。特に数 T 程度の大きな磁場を印可する超電導磁石を用いる

実験では 3He NSF の使用が困難である。我々は強磁場試料環境と 3He NSF

の共存を可能とする磁気シールドの開発も行ってきた。製作した磁気シールド

のデザインについても併せて報告する。
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ベヘン酸銀の偏極中性子散乱解析結果 


